
1. はじめに 

1.1． 研究の背景と目的 

カトマンズ盆地（図 1）はネパールの都市人口の 30．9％

が住む注 1）大都市地域である。中世期に注 2)先住民ネワー

ル族の三小国として発展したカトマンズ、パタン、バク

タプールがあり、それらは豊富な彫刻、特徴的な住様式

や宗教的空間、公共空間などの伝統的市

街地が含まれる歴史的都市である。歴史

的建築の目録 Kathmandu Valley 文2)によ

ると、盆地には層塔が 221件、仏教僧院

が 266件あるとされている。 

仏教僧院はサンスクリット語でビハル

（Vihara）と言い、釈迦の時代からある。

ビハルは僧侶が修行し、人々に宗教を教

えるために建てられたものである。カト

マンズ盆地に存在する仏教僧院も同じ趣

旨で建てられたものとされ、現地ではバ

ハ（Baha）やバヒ（Bahi）として知られ

る。仏教僧院はネパールに密教が導入された時代である

８～13 世紀にチベットからの学生とインドからの指導

者が集まる教育拠点であったため、カトマンズ盆地（特

に現在のパタン市）を“vast university city” 注 3)と

表現する研究者もいる。しかしその後の密教の発展によ

って次第に出家僧侶が減少し、また 14世紀のカースト制

図 1 カトマンズ盆地とパタン市の伝統的市街地を示す図  
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度導入によりさらに出家僧侶が減少したといわれている

注4)。そして、それに伴い仏教僧院は徐々に僧侶の住居に

変化してきたとされている。 

また、ゴルカ王朝がネパールを統一した 1769 年以降、

首都圏であるカトマンズ盆地への移住者注 5)が増加し、

1990 年の民主化以降は都市化が進行注 6)した。それに伴

い、仏教僧院街区で持ち家注7)が借家や店舗に利用される

ようになった。仏教僧院の空間が個人所有物になり、個

人所有者が仏教僧院の居住空間を商業空間に変更し、

元々住んでいた僧侶は郊外に移住するという現象がみら

れ、仏教僧院は名前だけのものに変化している。 

ネパール考古局（Department of Archeology）は築 100

年以上の仏教僧院の復元のために補助金を提供している

が、仏教僧院の運営・管理や空間利用の変化については

対策を行っていない。また、仏教僧院総会による保存事

業が行われている地域では仏教僧院の個人所有化を抑制

する対策が行われている場合もあるが、それは一部の地

域に限られている。 

現在、カトマンズ市では仏教僧院街区の商業街区化や

オフィス街区化が進んでいるが、パタン市ではカトマン

ズ市に比べると変化が緩慢だとされる。しかし、都市化

が進む中、今後数年でパタン市もカトマンズ市と同様の

状況になる可能性が高く、仏教僧院の空間を評価した上

での居住環境整備を行う必要がある。 

そこで、本研究では伝統的市街地の居住環境整備に関

する知見を得ることを最終目的として、仏教僧院の居住

空間の実態を明らかにする。筆者ら文(9)はすでに仏教僧院

バハの生活空間について調査を行い、住居併用のバハに

おける、宗教的空間、生活空間、地域空間の重層性を明

らかにしている。それに続き、本稿ではもう一つの仏教

僧院であるバヒの主僧院ムーバヒを取り上げ、そこでの

居住空間の利用状況および運営状況を明らかにする。 

1.2． 既往研究との関連 

 カトマンズ盆地は歴史的にみて、8～13 世紀の密教成

長期注8）において重要な地域であったこと注9）から、カト

マンズ盆地の仏教僧院に関する宗教学的研究、歴史的研

究、文化人類学的研究が多く見られる。 

 現地の研究者による研究には仏教学的研究が多い。Hem 

Raj Shakya 文(12)は仏教僧院の碑文や古代文献から仏教僧

院の類型と特徴を明らかにした著名な研究者として知ら

れる。Hera Kaji Vajracharya 文(13)は特にパタン市の仏教

僧院の運営組織と行事についてまとめている。また、Min 

Bahadur Shakya 文(3)(14)(15)はチベットおよび中国で保存さ

れている古代文献をネワール語と英語に翻訳し、中世の

仏教学者の活動について詳しく研究している。また、

Lotus Research Center は仏教に関する古資料の解説本

を出版し、新たな調査研究を行っている現地の研究所で

あり、仏教僧院に関してもバクタプール市内の仏教僧院

の実態調査を実施している。 

 一方、外国人研究者による調査研究も多い。UNESCO 文

(2)の調査研究をまとめた歴史的建築目録にはカトマンズ

盆地内に存在するすべての寺院、仏塔、仏教僧院の歴史、

写真、配置図が掲載されており、貴重な資料となってい

る。Wolfgang Korn 文(16)は仏教僧院をカトマンズ盆地の伝

統的建築の一つとして紹介しており、仏教僧院をバハ、

バヒ、バハバヒに分類し得ることを指摘した上で、はじ

めてそれぞれの図面を作成し考察した研究者として評価

が高い。また、John.K.Locke 文(4)は盆地内の全仏教僧院

の歴史、運営組織形態、行事などを最も詳しく考察して

いる。David Gellner 文(5)は仏教僧院の行事から仏教とヒ

ンズー教を比較し、さらに仏教僧院の変遷についても考

察を行っている。 

日本からは日本工業大学文(17)がイバハバヒというムー

バヒの復原にあたって、復原前から完成までにわたって

調査研究を行っている。バハとバヒを建築形態から四つ

に類型化しており、複数のバヒの建築的様相を詳しく調

べている。しかし、仏教僧院の運営や空間利用について

は考察していない。また、Mohan Pant ら文(18)の研究はパ

タン市の空間構成に関して地区と仏教僧院の関係を探っ

ている。 

ネパールの大学の建築学科で仏教僧院を対象にした調

査研究は多少見られる文(19)が、いずれも現状の報告書レ

ベルのもののみで、詳しく考察されたものは見られない。 

このように、これまで仏教僧院は宗教的および歴史的

に重要な建築物として多くの研究が行われてきたが、現

代における居住空間および地域空間としての利用の現状

や運営について明らかにした研究はみられない。 

 本研究はムーバヒをとりあげ、仏教僧院の宗教的空間

としての意味合いに加え、生活空間および地域空間とし

ての現状をあきらかにするという点が特徴である。 

1.3． 研究の方法 

研究対象地域としてはカトマンズ盆地において特に仏

教僧院が多く存在するパタン市の伝統的市街地を選定し

た。 

研究方法としてはまず、仏教僧院の変遷や現在実施さ

れている仏教僧院に関する事業を把握するために、文献



調査および現地関連組織の専門家に対するインタビュー

調査を行った(2 章)。また、ムーバヒの運営状況および

空間利用を把握するために、ムーバヒ 21件の管理人を対

象としたインタビュー調査を行った（3章）。また、許可

が得られた仏教僧院においては実測調査も行った（3章）。

調査を行った時期は 2008 年 3月と 2009 年 5月である。 

 

2. パタン市伝統的市街地における仏教僧院の現状 

2.1. 仏教僧院（バハとバヒ）の変遷 

 仏教僧院（以下僧院）は、サンスクリット語でビハル、

現地のネワール語でバハあるいはバヒと呼ばれる。表１

は文献調査文(4)～(6)、(12)～(15)や現地の仏教学研究者たち注 10)

のインタビュー調査から僧院の変遷をまとめたものであ

る。8世紀頃に密教（Vajrayana）がネパールに導入され

てから在家僧侶が増加した。当時は、バヒが出家僧侶の

修行場で、修行が終わりサキャビクシュ（Shakya 

Bhikshu）というポストを取得後、在家になり、バハでの

修行が始まるとされる。ここで修行が終えるとバジュラ

チャルヤ（Vajracharya）というポストを取得する。 

 また、僧院の運営・管理のために僧侶がサンガ（Sangha）

という組織を設けている。しかし、出家僧侶の減少に加

えて、14世紀のマッラ王朝のカースト制度の確立により、

「サキャ」や「バジュラチャルヤ」のようなポストが僧

侶カーストに変更されてしまい、僧院は僧侶カースト以

外の人々が修行する場ではなくなってしまったと文献に

読み取ることができる。 

修行することでサンガ組織に入会するというしくみは

残るが、修行（バレ チュエグ Bare chuegu）自体の意味

がサキャやバジュラジャルヤの男児が 5～7 歳の間に 4

日間だけ僧侶生活をするという形式的なものに変化して

いる。このようにカースト制度の確立や修行の形式化に

伴い、サンガ組織の構成員が血液関係になったのである。

そして、やがてサンガ構成員が僧院を私物化し、建物を

分解し、個人住宅のように住むことになる。カトマンズ

市はこの傾向が顕著で、僧院の消滅に気づいたパタン市

が 1974 年に仏教僧院総会（Society of Buddhist 

Monastery, 以下 SBM）を設立し、僧院保存事業を始め

た。そして、サンガ構成員が勝手に僧院を所有できない

ように、僧院名義で所有権書を作成し、1991 年までに各

僧院に所有権書の配布を完了した注 11)。これによって、

パタン市では僧院の売買がひとまず抑止されたといえる。

しかし、僧院の運営・管理といった売買以外の課題につ

いてはまったく取り組みがなく、現在、パタン市では僧 

表 1仏教僧院の変遷※文(3)～(6),(12)～(15)インタビュー調査により著者作成
重要な日時 特徴

バハ
・在家僧侶の修行場
・「バジュラチャルヤ」ポスト取得
する場

バヒ
・出家僧侶の修行場
・「サキャ・ ビクシュ」ポスト取得
する場

14世紀
以降

個人住宅化が
進んだ時期

1974年
僧院の保存の
事業が始まる

1991年
個人住宅化が
止められた

8世紀～
13世紀

教育の都市と
して盛んになる
（City of
Universities）

カースト制度の設立により
・サキャ、バジュラチャルヤ が僧侶の職をもつとして上位カーストに
・未婚僧侶は完全になくなり、
・サキャやバジュラジャルヤの男児が5～7歳の間に4日間の僧侶生
活をすることでサンガ組織に入会することという血縁関係の組織に

主な出来事

パタン市仏教僧院会（Boudha Vihar Sangha)を設立し、
・僧院の所有権書の獲得に取り組む

当時の総理大臣の手からムーバハ、ムーバヒの名前の所有権書を
配られ、個人が勝手に売買することことを止められた

・運営・管理は僧侶たちの「サンガ」といわれる組織より行われる

 
表 2 仏教僧院の概要 ※文(4)を参考に著者作成 

典型的な形態

ムーバハ
(Mubaha・主僧院)

16

カチャバハ
(Kachabaha・副僧院)

105

ムーバヒ
(Mubahi・主僧院)

21

カチャバヒ
(Kachabahi・副僧院)

10

件数

※パタン市内のムーバハは18件、ムーバヒは25件数えられるが、上記は伝統市街地内のもののみ記入している

バハ

（Baha)

2階建てで、1階は中庭を取り囲む形で、複数の部屋に
なっており、上階は各部屋が完全に仕切られ、隣接部屋

には直接出入りできない。建物の装飾が豊富である。

バヒ

（Bahi)

2階建てで、1階は中庭を囲むようにホールになっており、
上階には中庭に向けて半屋外ベランダがあり、全部の部

屋がつながっている。常に玄関は道路より高地にあるた
め階段を設けられる。建物には装飾があまりない。

 

 
図 2 典型仏教僧院 ※文献(10)より引用し、著者が数字と日本語記入を加えた

表 3 バハとバヒの比較※文(3)～(6) により著者作成 
バハ バヒ

1 街の中に位置する 街の外側に位置する

2 道路のレベルと同じレベルになる
道路のレベルから高いところに位置し、玄関には階
段を設ける

3 入り口の真上には格子窓を設ける 入り口の真上にはバルコニを設ける

4
中心の神殿”Gandhakuti”を回転できるような空間
はない

中心の神殿”Gandhakuti"を回転できるような小路”
Pradarshan maarga"を設ける

5 Gandhakuti以外も仕切りがあり、個室になっている
Gandhakuti以外は仕切りがなく2階の空間は開放
的である

6 2階も仕切りがあり、個室になっている
2階の空間もGandhurikutiの真上の部屋以外は開
放的である

7 小さいGajurだけ設け、望楼型の櫓を設けない
Gandhurikutiの真上の屋根の部分には望楼型の櫓
を設ける

8 2階にバルコニはない
2階には中庭に向かってバルコニが一周となってつ
いている

9 階段が4箇所設ける 階段は一箇所だけで、広い
10 別の建物に設ける Digiという行事などに使う空間は同じ建物にする
11 一般の人々の住宅と接している バヒは一般の地域の人々の住宅とは接していない  



院の保存に関する活動は特に見られない。仏教僧院総会

の設立時に会長であった Buddhi Raj Bajracharya 氏が個

人的に民間組織を設立し、僧院復原事業を始めている。

一方、行政が歴史的建築物保存の観点から僧院の改修工

事を行う事例もみられるが、サンガ構成員からの申請が

ないかぎり事業は始められず、また申請があっても建替

a1-10 a1-13 a1-14 a1-19

a2-4 a2-7 a2-15 a2-16

a'-8 a'-18 a'-9 a'-20

b1-3 b1-5 b1-17 b1-21

b2-1 b2-2 b2-6

b'-11 b'-12

a1

T
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p
e
A

T
y
p
e
B

a2

a

a'

b

b'

b1

b2

ムーバヒの位置を示す図

Type A

中庭を囲んで僧院全

体が一つの建物に

なっているもの

 

 a:　改修をし、より典

型に近いもの、

   a1:　良い状況、

   a2:老朽化したもの

a':建替えされたもの

凡例：

Type B

:中庭を囲んだ僧院に

別の構造の個人住宅

が含むもの

　b:改修し、神殿は典

型に近い、

    b1:良い状況,

    b2:老朽化したもの

　b':建替えされた

     もの

a1 a2 b1 b2 2000年 2009年

1 Guita Bahi, Mula △ 1 24 21

2 Guita Bahi, Tadhagu △ 30 32

3 Guita bahi, Chidhagu ○ 24 1世帯

4 Ilaaye Bahi ▲ 0 0

5 Ubaha Bahi ○ 6 5

6 Thapa Bahi △ 0 0

7 Jyaba Bahi ▲ 1 1

8 Iba Bahi ■ 1 39

9 Kinu Bahi ■ 0 0

10 Nhyaka Bahi ● 153 120

11 Khwaye Bahi, Tadhagu □ 0 0

12 Khwaye Bahi, Chidhagu □ 0 0

13 Na Bahi ● 15 4世帯

14 Ikhache Bahi, Pintu ● 32 38

15 Ikhache Bahi, Dantu ▲ 1 2

16 Konti Bahi ▲ 1 8 5

17 Dhapaga Bahi ○ 34 32

18 I Bahi ■ 3 101 100

19 Chika Bahi ● 4 156 165

20 Pucho Bahi, Chwathu ■ 0 0

21 Pucho Bahi, Kwathu ○ 90 110

Type A カチャバ
ヒ（副僧
院数）

Type B

a b
a' b'

サンガ　構成員
NO. 僧院名

図 3 ムーバヒの分布図と類型化※著者作成 



えのような多額の費用がかかるものは手がつけられてい

ない。 

2.2. ムーバハとムーバヒの典型居住空間 

 バハとバヒはそれぞれ主僧院と副僧院に分けられる。

サンガ組織をもち、バレ・チュエグ儀式を行う僧院が主

僧院で、ムーバハやムーバヒといわれる。パタン市にあ

る主僧院はムーバハ 16件、ムーバヒ 21件、副僧院はカ

チャバハ 105 件、カチャバヒ 10 件である（表 2）注12)。

典型と思われるムーバハとムーバヒを図2注13)に示した。

両者共通の空間構成の特徴をみると、どちらも 2階建て

の中庭形式で、入り口のすぐ両側に腰掛け場（ファルチ

ャ）、入り口から正面に神殿ガンデゥリクティ（Gandhuri 

kuti）、中庭の中心に神殿ガンデゥリクティに向かうチャ

イティヤ（Chaitya）があり、僧院の裏側に井戸あるいは

ヒティ（自然水道）がある（図 2）。一方、両者の違いと

して、バハは 4箇所に階段があり密教の修行することを

目的として建てられたものであるのに対して、バヒは神

殿以外の部分が開放的で修行や教育提供を目的に建てら

れたものと考えられる。また、バハはイベント・集会の

空間が僧院外部に設けられている点から、バヒよりも閉

鎖的で、在家僧侶のプライバシーに配慮していると推測

できる（表 3）。 

2.3. ムーバハとムーバヒの運営組織サンガ 

サンガ組織が毎日の祈願（Nitya Puja）、年間の様々な

祈願行事、僧院の管理などをムーバハあるいはムーバヒ

のサンガ構成員内で年毎や月毎の運営委員を決めて行っ

ている注 14)。また、運営や管理のための資金はサンガ組

織の会費、僧院が所有する土地から得ている注15)。 

ムーバヒはもともと数が少ない出家僧侶の子孫がサン

ガ構成員になるため、ムーバハに比べてサンガ組織の構

成員が極めて少なく、行事などを他のムーバヒと助け合

って運営している。以前はムーバヒ 21件に 1つのサンガ

組織が作られていたが、徐々に分解され、現在は 3～4

件毎にサンガ組織が作られている。一方、ムーバハの場

合、サンガ構成員が多く、副僧院のカチャバハが多く作

られている。サンガ構成員が 500人を越えるものも複数

ある。そのため、ムーバヒに比べてムーバハは僧院同士

の関係が弱く、自力で行事やイベント活動をしている。 

 

3．ムーバヒの運営および利用状況 

3.1. ムーバヒの分布と類型化 

 パタン市に存在する 21件のムーバヒの位置を示し、そ

の類型化を行ったのが図 3である。静かなところでの修

行が目的と言われている注 16)ようにムーバヒは伝統的市

街地の比較的周縁部に位置しているといえる。全ムーバ

ヒが 15世紀以降に建てられたものであり、数回にわたっ

て改修も行われている。典型ムーバヒのように中庭が一

つの建物で囲まれている場合は全体がサンガの所有にな

っているが、部分的に個人住宅化した場合は所有権が個

人に移転されている。それによって、僧院の空間利用や

運営・管理状況に影響すると考えられる。そのため、21

件を個人住宅が含まれていない TypeA と個人住宅が含ま

れている TypeB に分類することにした。その結果、すで

に９件が個人住宅が含まれる TypeB に変化していること

がわかった。 

また、さらに詳細に現状を把握するため、それぞれの

タイプを建物や管理状態が良いもの（１）、老朽化し管理

状態が良くないもの（２）、建て替えされたもの（’）と

分類した。TypeA には管理状況の良いもの（a1）が 4 件

で、老朽化し管理状況が良くないもの（a2）が４件、建

て替えられたもの（a’）は４件であった。 

 また、TypeB においては個人住宅以外の僧院部分の管

理状態良い（b１）は４件、老朽化し、管理状況も良くな

いもの（b2）は３件、建て替えられガンデゥリクティが

独立して建っているものは２件であった。 

3.2. ムーバヒの運営状況と所有権 

21 件のムーバヒのサンガ構成員の人数には差異が大

きい。表 4 にあるようにサンガの構成員が 1 人または 0

人になる場合、僧院の日常行事などのために他のムーバ

ハあるいはムーバヒのサンガ組織が運営を行うことにな

る。また、サンガの構成員がいなくなると僧院の所有権

も移転していることが分かる。建替えられた 4件とも放

置された状態のものであったが、それらは SMB や BRC

（Buddhist Research Center）が買い取り、所有権を移

転したものである。 

3.3. ムーバヒの空間利用状況 

 ムーバヒの空間利用は本来のガンデゥリクティ（1 階

の神殿）、 アガー(Agam, 2 階の神殿)の宗教的利用以外

に表 5のように収入源になる空間、地域活動の空間と上 

表 4 ムーバヒの所有権の移転※著者作成 

No.
僧院
タイプ

僧院名
サンガメン

バー数

現在のサンガの運

営体制※1

現在の

所有※2

4 a2 ilaaye bahi 0 Henu baha THB
6 b2 thapa bahi 0 Guji baha THB
7 a2 jyaba bahi 1 Iba bahi(8） THB
9 a' kinu bahi 0 dhapaga bahi BRC

11 b' khwaye bahi, tadhagu 0 Iba bahi(8） BRC
12 b' khwaye bahi, chidhagu 0 Iba bahi(8） BRC
20 a' pucho bahi, chwathu 0 Pucho bahi, kwatha SMB

※1　僧院に関する儀式を意味する　※2　THB:Theravada Bihar（上座仏教の僧院）、BRC：

Buddhist Research Center、SBM:Society of Buddhist Monastery

※3　7,8,11,12 のBahiのサンガが合併した運営体制をとっている。



座仏教（Theravad Vihar,以下 THB）注 17)の宗教的空間に

分けられる。 

 Type A の事例 a1-10、a1-13、a1-14、a1-19 はサンガ

の構成員が多く、店舗や貸し部屋のような従来の使い方

とは異なる収入源として使用されている一方でたくさん 

の地域活動にも空間を利用され、活発なムーバヒである

といえる。しかし、同じ良い状況であっても個人住宅が

含まれているb1-3, b1-5, b1-17, b1-21 場合は収入源に

繋がる活動ではサハカリ（生協組合）の事務所として利

用されているだけで、主な収入源になっているとはいえ

ない。また、地域活動を行っているものもb1-3 のムーバ

ヒのみである。b1-17 は THB ビハルとして地域に公開し

ているが、サンガは THBの部分の所有権はすでに THBに

移転されており、運営・管理に関わっていない。 

 事例 a2-4, a2-7, a2-15, a2-16 はサンガの構成員が少

なく、収入源の活動や地域活動にも a2-7 以外は利用 

が少ない。一方 TypeB になると b1の場合よりさらに収入

源になる活動や地域活動が乏しくなっているといえる。

これはサンガが弱体化したことで、管理が悪化し、建物

の老朽化に繋がっていると考えられる。 

建替えられたムーバヒの中では a’－8, a’－18は伝

統的建築様式に建替えられたもので、 a’-9, a’－20

は鉄筋コンクリート造で建て替えられたものである。空

間利用を見ると、a’－18 は THB ビハルとイベント場の

みに利用している。サンガの構成員にインタビュー調査

をしたところ、僧院は本来の趣旨「教育を提供する場」

に従うべきだということをサンガの構成員で認識し、ム

ーバヒの建て替え後、THB ビハルを設けるようにしたこ

とが分かった。このムーバヒでは、所有権を THBビハル

に移さず、無償で空間を提供していることになる。また、

a’－ 9, a’－20は所有権が仏教研究センターと仏教僧

院総会に移転してから建替えられたため新しいセミナー

室・イベント場、図書館、ゲストルームなどの空間があ

り、地域外の活動に多く使われている。また、座禅教室、

著名な方による講演会なども開催されている。このよう

な活動は知識層や若者に向けての従来の僧院での活動と

は異なる新たな活動であるといえる。しかし、従来のよ

うな地域の住民が気軽に出入りできる空間にはなってい

ない。一方、b’-11 と b’-12 は仏教研究センターに所

有権を移転してから RC 造の建物に建て替えしたもので

ある。僧院の建物部分としてはガンデゥリクティのみに

なっているため中庭の領域のも明確ではない。ガンデゥ

リクティ以外の部分は工房、個人住宅、賃貸住宅、仏教

学校など収入源として多く使われているが、地域活動に

は使われていない。 

3.4. 事例で見るムーバヒの空間利用 

 （１）TypeA-a１－14 

  この事例のムーバヒは原型に最も近いものとして図面

化されている（図 2参照）。しかし、現在の空間利用は大

きく変化している。まず、1階のホールは個室にし、貸 

表５ ムーバヒの利用状況※著者作成 

賃貸住居 地域外

サンガ構成
員や地域外
の住民も含

む

店
舗

工房
小
学
校

仏教
学校

ムーバヒ

守る会※3

サハカリ
（生協組

合）

結婚式・
行事

伝統的
音楽教

室

お経読
み

婦人
会

地区
集会

健康診
断所

セミナー
イベント

場

a1 10 153 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

a1 13 15 ● ● ● ● ● ●

a1 14 32 ● ● ● ● ● ● ●

a1 19 156 ● ● ● ●

a2 4 THB ● ●

a2 7 THB ● ● ● ● ● ●

a2 15 1

a2 16 8 ● ●

a' 8 39 ● ● ● ● ●

a' 18 101 ● ● ●

a' 9 BRC ● ● ●

a' 20 SMB ● ●

b1 3 24 ● ● ● ● ●

b1 5 6

b1 17 34 ● ●

b1 21 90 ● ● ●

b2 1 24 ● ● ●

b2 2 30

b2 6 THB

b' 11 BRC ● ● ● ●

b' 12 BRC ● ● ●

ムーバ
ヒのタイ
プ

No.

ムーバ
ヒの形

態
※1

①サンガメ
ンバー・所
有権状況

※2

TypeA

Type B

※1図3参照　　※2　表4参照　※３　収入源にならないものとする

②
ビ
ハ
ル

③長期賃貸（収入源） ④一時的貸し部屋（地域活動）

商売関連 教育関連 事務所 地域の住民参加の活動



し部屋や厨房室、収納になっている。2階にも小厨房室、 

多目的室 2つ、小部屋が設けられている。貸し部屋以外

は共用空間として結婚式、行事、伝統的音楽教室、会議

室など地域の活動に使う空間になっている（図 4）。また、

このムーバヒでは僧院の内部からは貸し部屋のアクセス

できないようになっているため、貸し部屋以外の空間（中

庭など）は生活空間に利用されていない。また、インタ

ビュー調査の際は「2 階の小部屋を数日間サンガの構成

員の世帯が自宅の建て替えの間の住む場所として無償で

使われていた」という話を聞くことができた。サンガ構

成員が必要な時には利用できる空間になっているといえ

る。また、貸し部屋にすることで、サンガ組織はその賃

料を建物の改修や管理に当てることもできている。 

 （２）TypeB-b1-17 

 このムーバヒは典型のように中庭を囲むようになって

いる一つの構造の建物ではなく、ガンデゥリクティとデ

ィギ（Digi、行事をするための厨房・広場の空間）が別々

の建物になっている。ディギは 2 階建てで、1 階はサン

ガの構成員が作っている生協組合事務所に使われている。

2 階は行事などに利用する空間となっている。また、僧

院の 3分の 1の空間は THBビハルに寄付され、所有権も

移されている。ビハルには上座仏教のお坊さんが住んで

おり、月の初日や満月などのときには地域の人々が集ま

るようになっている。このように部分的に個人住宅化し

ながらもビハルの存在によって地域活動の場になってい

るといえる。サンガは所有権を持たず管理運営にも関わ

っていないため、典型のムーバヒの空間とは異なるとい

える。 

 

４．まとめ 

1）ムーバヒの運営状況 

ムーバヒの運営や管理はサンガ組織によって行われ

るが、サンガの構成員が少なくなると毎日の宗教的行事

ができるように他のムーバヒからの支援が行われる。し

かしそれは宗教的行事に限ることであり、僧院の管理や

改修についての支援はない。 

2）ムーバヒの利用状況 

 ムーバヒの利用状況は中庭を囲んで僧院全体が一つの

構造になり個人住宅が含まれていないもの（TypeA）とそ

うでないもの（TypeB）で異なった傾向を示している。 

TypeA の場合は TypeB に比べてサンガが所有権をもつ

僧院としての空間が多いため、収入源に繋がるものや地

域活動になるものなど複数の目的に空間利用ができる。

しかし、サンガ構成員が少なく運営体制が弱くなると管

理の低下に繋がっているといえる。また、管理できず放

置状態にある僧院は仏教僧院総会などにより建て替えら

れているが、建て替え後の利用には建て替え前とは異な

り新たな利用が行われている。 

TypeB の場合は典型僧院の空間が個人住宅に変化した

ため、TypeA に比べて、僧院としての活動が少なくなっ

ていた。また、長期に賃貸できるような収入源となる空

間が少ない。建て替えた事例に関してはガンデゥリクテ

ィが独立し、収入源に繋がっても地域空間に利用されな

いことが課題といえる。 

今後はさらに事例ごとの地域活動内容を詳しくみて

いき、居住空間整備の知見を得るため、僧院における地

域への役割について深めていきたい。 

 

 
図 4 事例の間取り図にみるタイプ別のムーバヒの空間利用状況※著者作成 



＜注釈＞ 

1) 文献(1)chapter 10, Urbanization and development, p.385 

2) 文(3)と(10)によるネパールの時代区分を以下に示す。 

時期 時代 できごと

リチャビ時代 5～9世紀

不明時代 9～11世紀

中世期 マッラ時代 12～18前半

シャハ時代 18後半～

ラナ時代 1846～1951

シャハ時代 1951～ （政党のない民主主義”パンチャーヤット”体制になる）

シャハ時代 1990 （民主化）

王制廃止 2008 （民主共和国）

古代期

現代期

近代期

 
3) 文献(3),p.4 より。 

4) 文献(4)、(5)、(6)より。 

5) 文献(1)chapter15,Internal Migration in Nepal, p.145 

6) 1978 年から 2000 年までにカトマンズ盆地の都市域が 450％

（14000ha）も増加している（文献(7) を参照） 

7) 伝統市街地の持ち家とはネワール族の伝統的住宅のこと（文献(8) 

を参照）である。 

8) 文献(3)の p.4 や文献(10)の p.193 には“Buddhism appears to have 

reached to its zenith during the period” とある。また、文献（10）に

ネパールにおける仏教の沿革に関する記述があり、文献(4)、(5)、

(6)でも当時、仏教が発展したことが記述されている。 

9) 文献(4)、(5)、(6)より 

10) Lotus Research Center の研究者たちへのインタビュー調査、Min 

Bahadur Shakya 氏 へのインタビュー調査による 

11) パタン市長を 10 年以上務め、仏教僧院会の設立から数年前まで

会長を務めていた、Buddhi Raj Bajracharya 氏へのインタビュー調

査による 

12) 副僧院にも独自のサンガ組織があるが、多くはサンガ構成員にな

るためのバレ チュエグ儀式をしないものである。これらは人口

増加とともに主僧院の近隣にできていたと推測されている。 

13) 図のバハは Chhusya Baha であり、ムーバハかどうかは確

定した記述がないが、ここでは協力者の情報に基づいてムー

バハとした。 

14) ムーバハ、ムーバヒごとに僧侶のポストがあり、上位の僧侶

たちによって、サンガに入会するための「バレ チュエグ」行

事や他の様々な宗教的行事が行われる。また、サンガ組織と

はサキャ・バジュラチャルヤにとって僧院の運営だけではな

く、結婚・葬式など人生のすべての社会儀式に関わる組織で

ある。 

15) カトマンズ盆地のネワール社会には僧院で行われる儀式など

が継続的に行なうことができるように各儀式にグループを作

り、各グループが土地を所有し、その土地から得た収穫物を

儀式の経費や管理費に利用される伝統的な仕組みがあり、グ

ティ（Guthi）という。 

16) 文献(3)、(12)、(13)より 

17) 上座仏教（Theravad）とは初期の仏教で、バハやバヒの大乗・密教

とは異なるものであり、戒律がきびしいものである。 
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